
広島高速道路公社における公社改革の取組状況について 

道 路 企 画 課 

１ 要旨

広島高速道路公社において，高速５号線シールドトンネル工事の契約事案を踏まえ，再発防止

の取組や公社改革の検討を進めてきたところである。このたび，「公社改革の方向性」をとりま

とめ令和２年 12月に公表したところであり，これに基づく具体的な取組等とともに報告する。

２ 公社改革の方向性及び具体的な取組等 

公社では，強靭な組織力の構築に向け，３つの方向性に基づき，次のとおり具体的な取組を順

次実施することとしている。 

（１）公社ガバナンスの強化 

○公社内の意思決定が，より適確で円滑かつ効率的に進むよう，新たな仕組みの導入を進める。 

○業務の適正化を図るため，監理体制の強化を進める。 

具体的な取組 実施状況 

①経営会議の設置 試行開始（Ｒ２年 12 月），Ｒ３年４月から本格実施予定 

②部会の設置 試行開始（Ｒ３年１月），Ｒ３年４月から本格実施予定 

③会議等の統合・再編 経営会議，部会の試行において，統合・再編に向けた課題を整理中 

④公社内規程の見直し 決裁権限の見直し，規程の体系化に向けて課題を整理中 

⑤監査を行う組織の設置 組織設置に向けて協議中 

（２）将来を見据えた組織づくり 

○組織体制については，良質な道路サービスの提供を維持し，多くの方に利用してもらえるよう， 

管理運営の強化及び高速道路ネットワーク機能の拡充に対応できる体制の整備を進める。 

○人材については，適切な人材育成に取り組むとともに，より主体的かつ円滑に公社運営ができ

るよう，ノウハウと経験を積んだプロパー職員の管理・監督職への積極的な登用や，計画的な

職員採用を進める。 

具体的な取組 実施状況 

①管理運営体制の整備 体制整備に向けて検討中 

②行動指針の見直し 「行動指針」改訂（Ｒ２年 12 月） 

③ネットワーク機能拡充体制の整備 体制整備に向けて検討中 

④研修の実施 コンプライアンス研修（３回），技術研修会（３回），各種専門社外研修への参加 

⑤派遣研修の実施 実施に向けて協議中 

⑥管理・監督職への登用 課長級１名，係長級１名登用（Ｒ２年４月） 

⑦計画的な採用 募集開始（Ｒ２年 12 月），Ｒ３年２月に採用候補者決定予定 

（３）職員が幸せを感じる職場環境の整備 

○労働生産性を向上させるとともに，子育てや介護への対応など職員が望むワークライフバラン

スが実現できるよう，ＩＣＴを活用した職場環境整備を積極的かつ計画的に進める。 

具体的な取組 実施状況 

①ICT 基本計画の策定 Ｒ３年度の本格的な策定作業に向けて準備作業を実施中 

②事務システムの導入 事務システムの一部について先行的に導入予定（Ｒ３年２月） 

③リモート環境の整備 一部会議でリモート会議を実施 

④会議のペーパーレス化 順次，ペーパーレス化を実施 

３ 今後の対応 

引き続き，事業主体である公社や広島市と連携し，公社改革等の取組を着実に実施していく。

また，その状況について節目節目で議会へ報告する。 
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「公社改革の方向性」に基づく取組について

○ 令和２年１２月２３日に公表した「公社改革の方向性」に基づく「具体的な取組」及びその「実施状況」については、以下のとおりである。なお、整理中や協議中の取組についても、令和3年4月から実施予定である。

３つの改革の方向性 重 点 項 目 具 体 的 な 取 組 実 施 状 況

１ 公社ガバナンス
の強化

■ 意思決定の適確化・円滑化 (1) 経営会議の設置
・ 多くの会議・委員会がある中、検討と意思決定が混在して
いる現状を見直し、多角的かつ詳細な検討を行う場と意思決
定に集中する場に分離し、より適確に意思決定を行う仕組の
導入に取り組む。
・ 意思決定経緯の記録・保存や会議・委員会等のあり方の見
直し、意思決定の迅速化等に取り組む。

・ 公社運営に係る重要事項の意思決定を集中的に審議するため、新たに、役員及び部
長級で構成する経営会議を設置する。

○ 令和2年12月から試行実施を行っており、その結果を踏ま
えて、令和3年4月から本格的に実施する。

(2) 部会の設置
・ 経営会議に諮る案件など、公社の事務執行に当たり、十分な検討を行うため、新た
に、部長級及び課長級で構成する部会を設置する。

○ 令和3年1月から試行実施を行っており、その結果を踏まえ
て、令和3年4月から本格的に実施する。

(3) 会議等の統合・再編
・ 会議・委員会等の設置目的、運営状況等を検証し、集約困難なものを除いて、経営
会議と部会に統合・再編する。

○ 経営会議、部会の試行を行う中で、統合・再編に向け、課題
を整理中である。

(4) 公社内規程の見直し
・ より迅速かつ適確な意思決定と事務執行を行うため、決裁権限の見直しや規程の体
系化を図るなどの取組を進める。

○ 決裁権限の見直し、規程の体系化に向け、課題を整理中であ
る。

■ 監理体制の強化 (1) 監査を行う組織の設置
・ 業務の適正化を図る監理体制の整備に取り組む。 ・ 従来の県・市による定期監査に加え、公社自らが通年監査を行う組織を設置する。 ○ 組織設置に向け、県・市と協議中である。

２ 将来を見据えた
組織づくり

■ 組織体制の強化 (1) 管理運営体制の整備
・ 良質な道路サービスの提供を維持するため、老朽化対策に
適切に対応し道路交通を円滑に管理する体制や、高速道路ネ
ットワーク機能の拡充に対応できる体制整備に取り組む。
・ また、組織全体で経営理念を施策展開につなげる行動の実
践に取り組む。

・ 管理運営を、より強力に取り組むことができるよう保全・管理部門の強化体制を整
備する。

○ 体制整備に向け、県・市と協議中である。

(2) 行動指針の見直し
・ 「行動指針」が、より一層職員に浸透し、実践的なものとなるよう、職員の意見を
集約しながら「行動指針」の改訂を行い、これに基づき、日々の業務に取り組む。

○ 令和2年12月に「行動指針」を改訂した。現在、全役職員
でその実践に取り組んでいる。

(3) ネットワーク機能拡充体制の整備
・ 高速道路ネットワーク機能の拡充を見据え、必要な体制を整備する。 ○ 体制整備に向け、検討中である。

■ 人材育成の強化 (1) 研修の実施
・ 職員の能力や意識の向上を図るため、様々な研修の実施に
取り組む。

・ 公社事業に関する様々な知識や技術を習得し、課題に対応できるよう、社内研修を
充実するとともに、職員の社外研修への積極的な参加を推進する。

○ コンプライアンス研修（3回）、技術研修会（3回）の実
施。各種専門社外研修への職員参加。

(2) 派遣研修の実施
・ プロパー職員の更なる能力と意識の向上を図ると共に、他団体の業務推進ノウハウ
を公社へ還元し、組織力の強化を進めるため、他団体への派遣研修を実施する。

○ 実施に向け、県・市と協議中である。

■ プロパー職員の登用、採用 (1) 管理・監督職への登用
・ 主体的かつ円滑に公社運営を行うため、ノウハウと経験を
積んだプロパー職員の管理・監督職への積極的な登用や、事
業展開や管理運営の強化を踏まえた計画的な職員の採用に取
り組む。

・ ノウハウと経験を積んだプロパー職員を管理・監督職へ積極的に登用する。 ○ 令和2年度に課長級・係長級に１名ずつ登用している。今後
も、積極的に対応を進める。

(2) 計画的な採用
・ 適切な人材を継続的に確保し、知識、経験を継承できるよう、計画的な採用を実施
する。

○ 令和3年度採用分については、令和2年12月に募集を行
い、今後、令和3年2月下旬に採用候補者を決定予定である。

３ 職員が幸せを
感じる職場環境
の整備

■ ＩＣＴを活用した職場環境整備 (1) ICT基本計画の策定
・ 労働生産性向上やワークライフバランスの実現など働き方
改革の基盤として、ＩＣＴを活用した事務システムの導入や
リモート環境の整備、会議のペーパーレス化等を推進するた
め、ＩＣＴに係る基本計画の策定など、各種取組を進める。

・ 職場環境に係るもののほか、交通管制や施設管制、保全管理など公社全体のシステ
ムに係る ICT基本計画を策定する。

○ 令和3年度からの本格的な策定作業に向け、準備作業を実施
中である。

(2) 事務システムの導入
・ 事務の効率化を図るため、順次、事務システムの導入を進める。
・ ICT基本計画の中で位置づける。

○ 事務システムの一部について、令和3年2月から先行的に導
入予定である。

(3) リモート環境の整備
・ ワークスタイルの拡充に向け、リモートワーク制度に係る規程や環境の整備を行
う。
・ ICT基本計画の中で位置づける。

○ リモートワークのうちリモート会議は一部実施している。

(4) 会議のペーパーレス化
・ 会議の効率化を図るため、資料のペーパーレス化を進める。
・ ICT基本計画の中で位置づける。

○ 順次、ペーパーレス化に取り組んでいる。

令和3年1月15日
広島高速道路公社
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